
〈中学 校道徳 部会 〉

研 究 主 題

日本人 として のアイデ ンテ ィテ ィを は ぐくむ 指導 の充実

一 内容項 目4-(9)を 通 した効 果的 な指導 の工夫 につい て 一

研 究 の 概 要

経 済 ・社 会の グ ローバル 化 が急 速に進 む 中、国 際社会 に生 きるた めの広い視 野 を もっ に

は、子 どもたち一 人一人 が 自分 に 自信 を もち、家庭 、学校 、地域へ の帰 属意識 を高 め、我

が国の歴史 や伝 統文化 な どにっ いての理解 を深 め る教育 、す なわち、 日本人 と してのアイ

デ ンテ ィテ ィを は ぐ くむ教 育が重 要で あ る。 した が って 、学校 教育 全体 は も とよ り、道徳

の時 間にお ける 内容 項 目4-(9)の 指 導 を通 して 、 「日本 人 と して の 自覚 を も って国 を愛

し、国家 の発展 に努 める とともに、優 れ た伝 統 の継承 と新 しい文化 の創造 に貢 献す る」心

情や 態度 を育成す る ことが大 切で ある。

1研 究 の 目 的

道徳 の時 間 にお け る内容項 目4-(9)の 効果 的 な指 導方 法 の 開発 を行 うと ともに、 各教科

・特別 活動及 び総 合 的な学 習の 時間等 との 関連 を図 り
、学校 教育全体 で推 進 す る指導 計画 を

作成す る。

1研 究 の 方 法 ・内 容

1研 究 の基本 的 な考 え方

(1)日 本 人 と して のア イデ ンテ ィテ ィ

本 部会 では、 アイデ ンテ ィテ ィを 「自分 が一貫 して 自分 自身 で あ る とい う安 定感 を もち

なが ら、 しか も社 会 の 中の一員 として機 能 してい ると意識 でき る 自己存在 感」 で あ る とと

らえた。

「日本人 として のアイデ ンテ ィテ ィ」 にっ いて は、次 の よ うに と らえた。 まず、 「自己」

の関与す る空 間が広 が り、他者 との相 互 作用 の範 囲が家庭 や学校 、地 域 な どの身近 な集団

へ の帰属意 識が は ぐくまれ る と、 「自己」 が確 立 して い く。 そ して、 「自己」 の関与す る空

間が 「日本 」 に広が る と、 「日本 人 と して の意 識」 へ と発展 して い き、 「日本人 と してのア

イ デ ンテ ィテ ィ」が は ぐ くまれ る。 さ らに、 「世界 」へ と広 が る と、 「世界 の 中の 口本 人 と

して の意識 」へ と発 展 して い き、 「世界 の 中の 口本人 と して のアイ デ ンテ ィテ ィ」 が は ぐ

くまれ るこ ととな る。
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なお 、r自 己」 の 関 与す る空 間の広 が りを促 進す る視 点 と して は 、 「[:1本の文化 ・伝 統の

継 承」、 「国家 の発 展 に尽 く した人 々へ の尊敬 ・感 謝 」な どが あ る と考 える、、

(2)内 容 項 目4-(9)の 指導

本部会 で は、「中学校学 習指導 要領 解 説 一道徳 編 一」(以 ド 「解 説」 と略記)に 基 づ き、

内容項 日4-(9)「 日本 人 と しての 自覚 をもって国 を愛 し、国 家の発展 に努 め る とともに、

優 れた伝 統 の継承 と新 しい文化 の創 造 に貢献す る」 にっい て、次 の よ うに と らえた。

r本 の国土 に よっては ぐくまれて きた 文化 や伝 統 に触 れ体験 す る こ とを通 して、そ こに

住む こ とへ の喜 びが生 まれ 、 口本 人 と して の 自覚 を もて る よ うにな り、 口本 の 国上 を大 切

にす る心や 態度 がは ぐくまれ る.ま た、 この よ うな 日本 の 国士 をっ く りあげて きた人 々へ

の尊敬 の念や 感 謝の気 持 ち も生 まれ て くる。 国 を愛 し大切 にす るこ とは、長 い 間にわ たっ

て、今 、 自分た ちが生 活 してい る国 をつ くりあげ て きた文化や伝 統 、先 人や 高齢者 た ちの

努 力 に思い を寄せ 、そ の こ とに対す る感 謝 の心 を もち、 これ を今 後 の人 々 のた めに よ り発

展 させ 引き継 いで い こ うとす るこ とで あ る。

中学 生の 時期 は、我 が国 の国 土や歴 史 に対す る理解 が深 ま り、文化 や伝統 に対 して も一一

層 関心 を もつ よ うにな る。 この 関心 を さらに高め 、国 を愛す る心 と国家 の発 展 に寄 与 しよ

うとす る態度 を育成 す るた めに は、 自らの国 の文化や 伝統 を深 く理解 し、尊重す る態 度 を

身 に付 け るこ とが重 要 であ る.文 化や 伝統 は 、人 々の 口常生活 の 中に生 き続 けてお り、そ

れ らを じっ く り見っ め 直す こ とは 、 日本人 で ある こ との 自覚 を深 め 、郷 二Lや国 を愛 し、誇

りに思 う心 をは ぐくみ 、 自己を確 立 してい く.こ の 自己の確 立が 「日本 人 としての アイデ

ンテ ィテ ィ」 をは ぐ くむ こ とにつな が る と考 え る.

(3)内 容項 目4-(9)の 指導 に当た って の留意事 項

解 説 には、内容項H4-(9)の 指導 に当た って留意す るこ とと して、「国 を愛 す るこ とは 、

偏 狭 で排 他 的な 自国賛美 では な く、 国際社会 の一員 と して の 臼覚 と責任 をもって、 国際社

会 に寄与 しよ うとす る こ とにつ なが ってい る点 に留 意す る必 要が あ る」 と述べ てい る。 さ

らに、配 慮す るこ とと して、 「『国 を愛 』す るこ とと、 次 の項 目の 『国際 的視 野 に立 って 、

世界 の平和 と人類 の幸福 に貢 献す る』 こ と とは切 り離せ ない 関係 にあ る ことを配慮 した指

導 が大切 で あ る」 と述べ て い る。他 の 国には 日本 と同 じよ うにそ の国の伝 統 に裏 打 ち され

た よさが あ り、そ の国独 自の 文化 と伝 統 に各 国民が 誇 りを もってい る こ ととを理解 させ、

他 の国 の人々や 異文化 に対 す る理解 と尊敬 の念 を もっ こ と と切 り離せ な い関係 であ る こ と

に配慮 した指 導が必要 であ る。

2研 究 の方法

本部 会で は、上 記の基 本 的な考 え方 に基づ き、各 教科 ・特別 活動及 び総 合的 な学 習 の時間

等 との 関連 を図 り、学校 教 育全 体 で推 進す る指導 計 画 を作成 す る とともに、 「自己」 の 関与

す る空 問の広 が りを促 進 す る視 点 と して あげ られ る 「日本 の文化 ・伝統 の継 承 」、 「国家 の

発 展 に尽 く した人 々へ の感 謝 ・尊

敬 」を主題 として授 業 を構 想 した。

指 導 事 例1 指 導 事 例2

視 点 日本の文化 ・伝統の継承 国家の発展に尽 くした人々

への尊敬 ・感謝

資料名 「[本 の 盆1 「ジ ヤ パ ー ン 、ヤ マ シ タ 」
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3指 導の実 態 と生 徒の意識

平成15年 度 文部科 学省 の 「道徳 教育椎 進状 況調査 」 にお ける都 内公 立 中学校 が 「重点 と し

て い る内容項 匹1」の調査 結果 〔A:指 導 の実態 〕 と、本 部会 の 「道 徳1「【勺価値 にっ いての意 識

調 査」 にお け る都 内公 立 中学校 生 徒(第2学 年3444i)が 「とて も大 切だ と思 う内容 項 目」

の調査結果 〔B:生 徒 の意識 〕 は、次 の とお りであ る。

A;指 導 の 実 態

1道徳教育椎進状況調査」 より

O対 象 都 内公立中学校師1校

Ol1寺期 、1こ成15年12月

重点 と して い る内容項 目

〔内

鰯 ■■■■ ■ ■■■■■ゴ

生徒の意識

「道徳的価値 についての意識調査」よ り(ト 段参照)

O対 象 都 内公立rlr学校第2学 年生徒制4名

o時 期 平成16年7月

〔内容 項 目〕

節度 ・節制

希望 ・勇気

自主 自律

真理探究

個性伸長

礼儀

感謝 ・思いや り

友情

異性 尊重

寛容 ・謙虚

自然愛 ・敬けん

生命 尊重

人問愛

役割 白覚 ・責任

とて も大切 だ と思 う内容 項 目

19・4■■ ■ ■ 【

M,6

68■ ■

訟5一
肌9-

dL3-
nl-

lL7■■■i
Zi2■■■■咽

89■ ■咽

謝 一 ■ ■ ■ ■ ■ ■■■ 頃

Lal■ 圏■咽

aユ8

睡 ■ ■■■■ ■ ■ ■ ■ 圏430
1四.9

427

5〔18

M5

一M4
【 ■ ■ ■ ■ ■fif'

-zag
l■■■■■■■■21i2

一一蹴5

4!9 一 駈8
213≒-ms

l37岡 公徳心・社会連帯一2ZO

服 雀

噸

t7・8-

mo・6-

29【

167■■■【

129一

開
7・7■門

公正公平 ・Il三義

勤労 ・奉仕

家族愛

愛校心

郷±愛

愛国心

人類愛

535

≒ ■■ 一 ■■一 ■ 量・-5エ2
m.o

)■ ■ ■ ■18。

趾9

数 値 は%

〔A:指 導 の 実 態 〕 の 」二位 で は 、 「生 命 尊 重(F2.4%)」 「節 度 ・節 制(49.5%)」 が あ げ られ 、

〔B=生 徒 の 意 識 〕 の上 位 で は 、 「感 謝 ・思 い や り(65.4%〉 」 「生 命 尊 重(65.4%)」 が あ げ ら

れ る、 一方 、 〔A:指 導 の 実 態 〕 の 下 位 で は 、 「家 族 愛(2.9%)」 「愛 国 心(3.5%)」 が あ げ ら

れ 、 〔B;生 徒 の 意 識 〕 の 下位 で は 、 「郷=ヒ愛(18.0%)」 「愛 国 心(22,7%)」 が あ げ られ る、

r… 参 照 、

「心 の ノー ト」8・9頁 『い ま こ こに23の 鍵 が あ る』 を 参 考 に して 、23の 鍵(23の 内

容 項 目)に つ い て 、 「A:と て も大 切だ と思 う、B:大 切 だ と思 うnC:あ ま り大 切で

は な い.D:全 く大 切 で は な い 」 の4件 法 で 調 査 し たe、 ノ
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4「 日本 人 と して のアイデ ンテ ィテ ィ」 をは ぐくむ 指導計 画の作 成

「[本 人 として のアイ デ ンテ ィテ ィ」 の育成 は、子 どもた ちの学校 生活 、家庭や 地 」或社 会

で の 口常 的な体験 や 行事 、慣 習、行動様 式 とか かわ って い る。各 学校 にお い ては、家 庭や 地

域社 会 との連携 を含 め、 学校教 育 のそれ ぞ れの場 面 にお いて 「日本人 と して のアイデ ンテ ィ

テ ィ」の 育成 に関す る一 貫 した指導 を行 うこ とが大 切で あ る。指 導計 画 の作成 は、 それ らの

計画 的な推 進 に際 して重要 な役 割 を果 たす もので ある.

「道徳教 育 の全 体 計画 」は 、学校 にお ける道徳 教育 の基本 的 な方針 を示す もので あ り、子

どもた ちが具体 的 な教 育活 動や 日常生 活 の中で 、道徳 的価値 を身 に付 け発 展 させ て い く基盤

となる指 導計 画で ある。

本 部会 で は、 これ らの こ とを踏 ま えた一ヒで、 「口本人 と しての アイ デ ンテ ィテ ィ」 の育成

を重 点 目標 として掲 げた学校 の 「重点 目標 の指導 計画 」 を試案 として作成 した。 なお 、 これ

は 、 「道 徳教 育 の全体 計 画」 に添 付す るもので あ る.作 成す る場 合 の 工夫 と しては 、 次の点

が あげ られ る。

0日 常生活 にお い て大 切に してい きたい文化 や伝 統 を明 らかにす る。 挨拶 の仕方 、時 と場

に応 じた適 切 な言葉 遣 い、掃 除の仕方 な どの 日常的 な行動様 式 も我 が国独 自の文化 や 伝統

の反 映 であ る。 生活 に根付 いてい る文化 や伝 統 を意識 し受 け継 ぎ さ らに発展 させ て い くよ

う指導 を工夫す る。

○ 学校 が大 切 に してい る文化 や伝 統 を明 らか にす る。 各学校 に は、校風 が あ り、校 歌や校

旗 、記念 碑 な どを は じめ と した様 々 な ものが ある。 また、学校 の文 化や 伝統 を反 映 させ た

行 事等 もあ る.そ れ らが どの よ うな願 いの も とにつ く られた のか を教職 員が 共通理 解 し、

学校 の文化 や伝 統に親 しみ さ らに発展 させて い く学習 活動 を計画す る。

O各 教科 の学 習活 動 を明 らか にす るn例 えば国語科 にお け る文 化や伝 統 につ いて描 かれ た

教材 を用 い ての学 習 、社 会科 にお け る郷 土や 国士 、歴 史の学習 、音 楽科 にお け る 日本 の伝

統音 楽や 古典 楽器 を用 いて の学習 、特別活 動 にお け る奉仕 等 の体験 的括 動、総合 的 な学習

の時 間にお け る異文化 理解 の学 習な どとの関連 を具体 的 に示す.

○ 道 徳 の時間 の役割 を明 らか にす る。各教 科や 特別活 動 、総合 的な 学習 の時 間にお け る文

化 や伝 統 を取 り上 げ る学習 や体 験活 動 と関連 を もた せ て道徳 の 時間 の 内容 項 日4-(9)の

指導 を工夫す る。

O家 庭や 地域社 会 との連携 を明 らか にす る。 保護者 や 地域 の人 々 と 「文化や伝 統 を大 切 に

す る」な どの観 点 で、 どの よ うに連 構 を図って い くかを具 体的 に示す。 特 に、地 域 の文化

や伝統 を生か した行 事 と、学校 にお け る文化 や伝 統 を大 切に した教 育活 動 とが重 な る よ う

にす るな ど、地域の人 々 との連 携 ・協力 を具体化 す る。

また、地 域 に在 住す る外 国 の人 々 との交 流や 国際親 善行事等 へ の参加 な どにつ いて 配慮

す る。 日本 の文化 ・伝 統 を知 る とともに、外 国 の文化 や伝 統 を理解 し尊重 す る1-Pか ら、国

際理解 や 望 ま しい人間 関係 が築 かれ る。

○ 学級 ・学校 の環 境 の整備 にお け る指 導の方針 を明 らか にす る。 学級 ・学校 にお け る人間

関係 へ の配 慮や 、教室や校 舎等 の物 的環境 の整備 のほか 、情報や 言 語環境(会 話 、板 書 、

掲示物 、通信 等)に つ いて の整備 の方法 を具体的 に示す。
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〈 「日本人 と してのアイ デン子 イテ ィ」 をは ぐくむ指導計 画(試 案)〉

生 徒 の実態

1一ヨ本 の国 土や歴 史に対する理解

奪驚綴ll灘1∴ ⇒
理 解 してお らず 、関 心 も 高 くな い。

〈重 点Is標>

Fr本入 と しての 自覚 を もって国 を愛 し、国

家 の発展 に努 め る と ともに 、優 れ た伝統 の継

承 と新 しい 文化 の創 造 に貢 献す る。

家 庭 、地城 のか か わ り

地域 には、高齢 者が多 く 地 城

φ
に伝 わる伝 統文化 を継 承 してほ し
い と願 っている1,伝 統 芸能を学 ん

でい る生徒もいる,,

o
<目 標 を実 現す るた めの 中心的 な手 立て>

O道 徳 と各 教科 の 関連 を図 りなが ら口本 の伝統 ・文化 を多面的 に親 しみ なが ら学 べ る

習計 画 を立 て る。
0体 験的 な活動 や感性 をは ぐくむ活 動、地 域 の人 の 協力 を得 た括動 を大 事 にす る.

0自 国を愛 す る視 点だ けで なく 他 の 国の人 々や異 文化 に対す る理解 と尊重 の念 を深

め られ るよ うにす る.

0地 域 行'事や年 中行 事 な どに関心 を深 め られ るよ うにす る。

」
学 各 教 科 道 徳 の 時 間

期 1年 生 2年 生 2年 生 (主にかかわる主題)
特別活動 総合的加馳習の時間

く国語♪「i1本語の音声1 〈国語〉「短歌 の世界」 〈社会〉「人権 と日本国 憲 主題:1体 の伝 統文化 ◇修学旅行 [京 都 、奈 良 の 伝

1]本語 の 音 声や 表 現 短歌独 向の世界 に関 法」 (3年) (3年) 統文化 」(3年)
につ いて知 る。 心をもち短歌への理解 資料:木 の いの ち、ホ の ここ 〈〉社会科見学 ・文 化

を深め る. ろ (1年 〕 ・歴 史

〈技術 〉「木造 硝築物.1 くね らい〉 「地 域 に 伝 わ ・仏 像

宮大工に伝わる木材 法隆寺棟梁の 口伝や先人 る伝統工芸を ・睡 造物

1 や道具に対する占人の の知 恵 を学 び 、 自然 を 生 か 見直 そ う」 ・伝統 産業

考え を知 る. した 口本 の伝統文化を愛す

学 〈国語〉「俳 句 の 世界」 る心情 を育て る。 ◇高齢者福祉 「地 域 の 福祉 に っ

〈社 会 〉「日本 の 国 ニヒ」 〈社会〉噌 本の自然環 俳句が描 き出す世界 施設訪問 いて考 え よう」

期 境 」 を想 像 し、俳 句へ の理 主題:伝 統文化の継承 (全学 年) (1年)

<国 語>r漢 字 の成 り立 解 を深 め る 、, (1鱒 ・車 いす 体験

ち 」 資 料 ‡ジ ヤパ ー・ン 、ヤ マ シ タ ・ア イマ スク体験

漢字について関心を 〈ね らい〉 ・ブ ィサーピ ス体 験

深め 自分の表 現に生か 伝統文化の良さについて ・施設訪 問

そ うとす る。 の理 解 を深 め 、 自分 の 国 を

愛そ うとす る心情 を養 う。
一 一

〈音楽〉「和 楽器」 〈国語〉「方 言 と共通語」 〈音 楽〉「和楽器」 主題;国 を愛 す る心(2年) ◇高齢者 との 「地 域 に 関す る 学

篠笛の基本的な奏法 方言 と共通語の意義 和太鼓の蕪礎的奏法 資料1日 本 の盆 交流活動 習」(1年)

を身に付け地城のお曝 を 考える. を身 につ ける。 くね らい〉 (全学年) ・自 己の テー マ 決

子が吹 ける。 我が国固有の優れ た伝統 「地 城 の高 齢 定
<音 楽>1和 楽器」 文 化 の よ さにつ い て の理 解 者 に感謝 しよ ・研 究発表会

2 〈英 語 〉「ア メ リカ の 日常「 三味線の基本的な奏 を深 め 、 自分 の 国 を愛 す る う」

生活 」 法 を通 して 、 日本 の民 心 情を養 う。

学 口本 とア メ リカの 生 謡 に興味 をもつ、

活の相建点に関心 をも 〈英 言吾〉食事 の際 〔ノ)表現 主題;国 を愛する心傷 年)

期 ち、理 解 しよ うとす る。 を学 び、 日本 との違 い 資 料:さ よ な ら、 「外 国人 講 師 か ら

を知 る 。 ホ ス トフ ァ ミ リー 学ぽ う.1(3年)
〈美術〉「染色1 〈ね らい 〉 ・外 国の 遊び を楽

藍染めの用具や材料 国際社会に生きる日本 人 しも う.

の特徴を生か しなが ら と して 白覚 を 博 ち、 自分 の ◇地域滑掃 ・外 国の伝 統 料理

表現 を工夫す ることが 国を愛そ うとする心情を養 に挑 戦 しよ う。

で き る。 うu

T 一 一 一

〈国語 〉「古典1 〈社会 〉「日本 の生活 ・文 〈国語〉「敬語 」 主 題;伝 統 文化 の 継 承(2 ◇百人一首大 「地 城 に 提 案 し よ

古 典 に親 しみ、 古 人 化 」 敬語の種類や特徴に 年) 会 う」(3年)
3 の見 方や 考 え 方に つ い つ いて理 解 し、適 切 に 資料;二 人の」三樺 ◇書初め大会 ・向分 た ちの地 域

て閲心 をもつ。 〈美術 〉「ジヤポニズ ム」 使え るよ うにす る。 くね らい 〉 を考 え よう

学 浮世絵独 白の表現方 優れた伝統の継承 と新 し ・み んな が暮 ら し

嫁 庭〉「調理の応用 」 法 や 特徴 を理解 し、 月 〈保健 体育〉「武道1 い 文化 の 創 造 に役 立 と う と やすい環境を提

期 地域の食材 を行か し 本 の伝統的美術の よさ 相手の動 きに対応 し す る態度 を育て る。 案 しよ う。

た郷 二1二料 理 の調 理 をす を理解す る. た攻 防 が でき る よ うに

る 。 な る,、

i 」

議轟習
控

学
翻蘇 姻

甚 本 的 な 生 活 習慣
・時 と場 に合 った 正 しい 日本 語

の使用

家庭 ・地 域 との 蓮携
・学 級 ・学校 便 り等 で の家 庭 ・

地域 杜会 への 情報発 信
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皿 指 導 事例

◇指導事例1〈 第2学 年〉

木事例 は 、 自分たちの生活 している国が作 りあげてきた伝統や文化 、先人たちの努力や思

いに心 を寄せ、伝統を引き継いでいこうとする心を育てようとするものである。

1

2

3

4

性 が感 じられ る味 わい深 い作 品で あ る.

や 日本 人が大 切に して きた 「心 の盆 路」 につ いて述 べ てい る。 また

へ の作者 の愛 借の 思いが伝 わ って くる資料 で もある。

5指 導過程(授 業の概要)

主題 名 「愛国心、伝統の継承 と文化 の創造」(内 容項 目4-(9))

ね らい 日本の伝統 ・文化に対する理解を深め、それ を継承す る態度 を養 う。

資料名 「日本 の盆」 倉 嶋 厚 著(出 典 東京 書籍 『明 日をひ らく』第3学 年)

資料の概 要

本 資料 は 目本 の年 中行事 の一 つ で ある 「盆 」 を題材 と した随想 文で ある.作 者 の繊 細 な感

日本 の盆 とい う行 事 を通 して 、 日本人 の心 の優 しさ

、 日本 の 自然や夏 の風 情

学習活動(O)・ 教師の主な発問(発 問)・ 生徒の反応(生 徒)

O日 本の伝統行事についての興味 をもつ。

(発問)こ れはある行事で使 うものですが、何で しょうか。

(生徒)お 盆の行事で使 うもの。お彼岸 のときに飾るもの、など。

O本 時のね らいとする道徳的価値について意識 を向ける。

(発間)今 日の授業では、お盆の行事を通して受 け継がれている

日本人の心とはどのようなものか、考えていきま しょう。

O資 料 「日本の盆」を読み、日本の伝統行事について考 える。

(発問)目 本人にとってお盆はどんな意味をもっ行事でしょう、

(生徒)故 郷に帰って先祖の霊を供養する。亡くなった人を偲ぶ。

Oお 盆の行事に込められた 日本人の心について考える。

(発問)お 盆の行事で、キュウリやナスで馬や牛の形を作ったお

供 えを見た ことが あ りますか。 このお供 えには亡 くなっ

た人の霊がキュウリの馬に乗って早 く帰って きてほ しい 、

戻 る ときはナスの牛 に乗ってゆっ くりと帰ってほ しい と

い う願 いが込 められています。

筆者 は どんな気持 ちか らお盆につい て 「や さしい気持 ち

が これ ほ どに じみ出ている行事は ほか にあま りない」 と

言 ってい るので しょ うか。

(生徒)祖 先 に感 謝 し大 切に しよ うとす る思い が伝 わ るか ら。

亡 くなった人 といっ までも一緒 とい う思いが あるか ら。

O日 本 人 と して 伝 統 の 継 承 に つ い て 意 識 す る 。

(発問)こ れ らの伝 統行事や文化 は、地域に根 ざ したものが多 く、

地域 の人々の思いや願い、っま り日本人 としての心が脈 々

と受 け継がれて きた ものです。

指導上の留意点

○お盆の仕度品を提示

し、授業へ の関心を

もたせ る。

○何 について考 えれ ば

よいか とい う視点 を

意識 させる。

○蝉の鳴き声の効果音

をBGMに 教師が読

む。(夏 の終 わ りの

雰囲気 を作る。)

O人 々が どのよ うな気

持 ちでお盆 の行事 の

仕度をす るのか考 え

させ、死者 へのいた

わ りや祖先への感謝、

現在の家族 のっなが

りまで気付かせ る。

O自 分 た ち の周 囲 の

身 近 な もの だ け で

けで な く 日本全体

の中か ら考えさせ る。
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展

開

終

宋

学習活動(O)・ 教師の主な発問(発 問)・ 生徒の反応(生 徒)

あなた にとって これか らも大 切に伝 えてい きたい 「1-1

本人 として の心」が込 め られ てい るものには、 どの よ う

な ものがあ りますか。

(生徒)七 夕、正 月、 ヒ五三、お神 輿、着物、書初 め、落語、琴 、

三味線、太鼓、尺 八、剣道、柔道 、空 手、相撲、 どん ど

焼 き、節句 、など,

O文 化 や 伝 統 の 中 に あ る 日本 人 の 心 を 自 覚 す る 。

(発問)こ れ らの伝統行 事や文化は単に昔か ら伝 え られ古い もの

だか ら価値が あるとい うことではあ りませ ん。では、 こ

れ らの伝統行事や文化 には、 日本人 の どのよ うな心が込

め られ ているので しょ うか。

(生徒)[本 人の美意識、 自然 を大切 にす る心、昔の人や祖先 を

尊敬す る心、家族 を大 切に思いいたわ る気 持ち、四季 の

豊 か さを昧わ う心、優 れた技術 、な ど。

O教 師の説話を聞 く。

(教師が白らの体験に基づいた伝統文化に対す る思いを語るA,)

0『 心の ノー ト』(116頁 ・117頁)に 、「優 れ た 日本 の文 化

につ いて私 た ちが どの よ うに受 け継 ぎ 、よ りよ い文化 と

して発 展 させ て い けば よいか 」 を考 え なが ら、授 業の 感

想 を書 く。

指導上の留意点

Oあ らた めて 日本 の

文化 や 伝 統 を振 り

返 らせ 、 そ の 中 に

あ る 価値 に気 付 か

せ る。

○ 伝 統 行 事 や 文 化 に

は 、 地 域 の 一 員 と

して の 誇 りや 感 謝

とい っ た 思 い が 上

台 とな り、集 団 社

会 の 中 で継 承 され

て い る こ とに 気 付

かせ る。

O日 本 の文化 や伝統を

を尊重 し継 承す るこ

とが、他国の文化や

伝統 の尊重にっなが

ることに触れ る。

6考 察

(1)資 料提 示 の工夫

本資料の題材である 「お盆」については、 口常生活での体験はも とよ り、知識 さえもない生徒

が増 えている。そのため、お盆の仕度品な どの実物 を提示 して説明を した。また、BGMで 蝉の

鳴き声を使って、資料に描かれている季節感を演 出す るなど、生徒の興味 ・関心を喚起す るよう

工夫 した。

(2)主 体的な学習の工夫

随想文 を活用 して の授業 では、生 徒の話合 い が抽象 的や 表面的 にな らない よ う留意す る.

そ のた めには 、生徒 の多様 な感 じ方、考 え方 を引 き出す よ うに発 間 を工夫 し、 ね らい とす

る道徳 的価値 を視 点 に学習 活 動の 中で 自分 自身 を振 り返 り、主 体的 に考 える こ とがで き る

よ う工夫 した.

(3)終 末の工夫

教 師の説話では、生活 の中では ぐくまれた 口本のよき伝統や文化、風物な どの尊 さについて、

一人の 日木人 としての思いを生徒に伝 えるよう工夫 した
。 さらに、生徒一人一人が本時に学んだ

道徳的価値 についての思いや考えをまとめ、今後 の発展につながってい くように した。
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◇ 指導事例2〈 第1学 年〉

本 事例 は 、 国際舞 台で活躍 す る有 名 ス ポー ツ選 手の活 曜 を通 して、 日本 人 と して の

白覚 を もって 国を愛す る心 と、 国家 の発展 に寄 与しよ うとす る心情 を育成 しよ うとす

るもので あ る.

1

2

3

4

主題名 「国を愛す る心」(内 容 項04-(9))

ね らい 口本 人 として の 自覚 を もって 国 を愛 し、国家 の発 展 に尽 くそ うとす る心 情 を育て

る。

資料 名 「ジ ャパー ン、ヤ マシ タ」 山下 泰裕 の講 演記録か ら

(出 典 創 育 『私 た ちの生 き方』 第1学 年)

資料 の概要

今 か ら20年 前 の ロサ ンゼル スオ リン ピックで金 メダル を獲 得 した 山下選 手が記 した 文 章で

あ る.こ の大会 は、 山下選手 がオ リン ピックで金 メダル に初 めて挑 戦 した大会 であ った。観

客席 か ら 自分 へ の 日の丸の旗 をふ る大勢 の応援 の中で 自分 を奮 い 立たせ 、幾多 の困難 を乗 り

越 え決勝戦 で見事 に勝利 し金 メダル を獲 得 した とき の思 い を語 って い る。この大 会 を通 して、

山下選手 は大 好 き な柔 道 を 趾界 の人 たち に広 めたい と願 う。 「阯界 の人 た ちに柔道 を広 めた

い」 とい う山下 選手 の願 いは 、少年 時代 か らの夢で もあ った。

5指 導過程(授 業の概要)

導

入

展

開

学習活動(O>・ 教師の主な発問(発 問)・ 生徒の反応(生 徒)

O本 時のね らい とす る道 徳 的価 値 につ いて意識 を向け る。

(発問)私 た ちの国のいい ところは、 どんなところだろ うか。

(生徒)平 和 、教育水 準の高 さ、歴 史的建造物、 スポー ツ、豊か

な 自然、アニ メや マンガ、きれいな水、な ど、

○ ビデ オ を鑑 賞 し、資 料 「ジ ャパ ー ン、 ヤ マ シ タ」 を読 む 。

O山 下 選 手 の 気 持 ち に つ い て 考 え る 。

(発問)試 合会場では、 日本人だ けでな く外 国の方々も 日の丸 を

振 って応援 して くれて いる.会 場で一体 となって応援す

る人々 に共通 して流れている思いは どうい うものですか。

(生徒)日 本 とい う国 を代表 しているrLl下選手を応援 して くれ て

いる,、

(発問)試 合会揚 に上が った ときの山下選手は どの よ うな気持 ち

だったで しょ うか。

(生徒)絶 対負 けない とい う強 い気持 ちだった。

たくさんの応援 に応 えたい とい う気持ちだった 、

金 メダルを何 としてで も取 りたい とい う気持 ちだ った。

日本 の代表で出揚 しているんだとい う気持ちだ った、,

指導上の留意点

O「 国」 と 自分 との か

か わ りにつ いて 意 識

させ る。

0当 時 の 映像 を ビデ

オ で 視 聴 させ 、 活

躍 の様 子 が 分 か る

写真 を提示 す る。

0会 場 で 日の 丸 を振

って 応 援 す る人 々

は 、 日本 とい う国

を代 表 して い る 山

下選 手 に頑 張 って

も らい た い 思 い を

も って い る こ とに

気 付かせ る。
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展

開

終

宋

学習活動(O)・ 教師の主な発問(発 問)・ 生徒の反応(生 徒)

0日 本人 と して の 自覚 をも って国 を愛す る ことを考 える。

(発問)[Ll卜 選 「Fを頑張 らせた ものは、何だったのだろうか、,

(生徒)山 下選手なりの国を愛する心。

会場の客席で振 られていた 日の丸の旗。

自分を支えて くれた多くの人たちの気持ち。

口本代表であるとい う自覚.

少年時代からの夢だった世界の人々に柔道を広めたいと

いう気持ち.

O教 師の 説話 を通 して 、ね らい とす る道 徳的 価値 に つ いて

の 自覚 を深め る。

(教師が自らの体験に基づいた国を愛す ることについての考

えを語るΩ

O授 業 を振 り返 り、学ん だ ことをま とめ る。

指導上の留意点

0「 柔 道 を世 界 に広

めた い」 とい う思

い の 根 底 に は 、 山

下 選 手 の 国 を 愛 す

る心 が あ る こ と に

気付 かせ る。

0「 国 を愛 す る心 」

に つ い て 定 義 付 け

す るこ とは避 け る.

○ 学 ん だ こ とを 振 り

返 らせ る。

6考 察

(1)教 師 の説話 を通 して、ね らい とす る道徳 的価値 にっ いての 自覚 を深 め る。

展 開 の後'トで、教 師 の説話 を通 して、 ね らい とす る道徳 的価値 にっ いて の 自覚 を よ り深

めさせ るよ う工夫す る。 授 業で学 んだ こ とを発展 させ て い くよ うな 内容 とす る、

《教 師 の説 話例 「教 師 自身の体験 に基 づいて語 る」》

私が海 外で体験 した こ とです.ア メ リカのデ ィズニ ー ラン ド遊 嗣地 では毎 日夕 方の定

刻 にな る と、 アメ リカの国 歌が流れ 掲揚 され て いた国旗 がお ろ され るのです.そ の時 に

なる と、 ・瞬 静か に なって 、小 さな子 どもか らお年 寄 りまで全員 が遊び や話 をや めて、

かぶって いた帽子や サ ン グラス を とり、国旗 に 向かっ て静 か に気 を付 けの姿勢 をす るの

です。 そ こに はア メ リカ 人は もちろん外 国か らの観 光客 もいま したが 、みん ながそ の よ

うな行動 を していま した.な ぜ で しょ うか。

白分 の 国を愛 し、誇 りに思 ってい るか らこそその よ うな行動 をす る.そ して 、外 国の

人 々は他 の国の国歌や 国旗 で あって も敬意 を もって接す る.国 に対す る思 いが行動 や態

度 に表 われ てい るのだ と感 じた、忘れ られ ない光景 です.

(2)資 料活用 の観 点

本 資料 で は、 山下選 手 の 「柔 道 を世界の 人 々に広 め たい」、 さらにそれ を通 して 「柔道

を通 して 自分 の よ うな幸 せ な気持 ちを 田=界中の多 くの人 々に味 わ って も らいた い」 とい う

思 いが 、彼 の国 を愛 す る心 、伝 統文化 の継 承、 国家 の発展 への 寄与 と発展 して い く様 子が

うかが え る.ま た、試 合 会場 では]本 人 だけで な く外 国 の方々 が 日の丸 を振 って応 援 して

くれ た点 か ら、他 の 国々 へ の理解 と尊敬 が視 点 と して あげ られ る。 授 業で は、世 界 の 中の

一員 として の意識 とかかわ
って、ね らい にっ いて考 え させ る こ とが大切 で あ る、
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IV研 究 の 成 果 と 課 題

1ま とめ

「日本人 と して のアイデ ンテ ィテ ィ」 をは ぐくむ 指導 の充実 を図 るた め、 内寡項 目4-(9)

を通 した効 果的 な指 導 の工夫 にっいて研 究 に取 り組 んだ成 果 として 、次 の よ うな ことが あげ

られ る。

(D日 本 人 と して のアイデ ンテ ィテ ィは、学校、家庭 、地 域社会 がそれぞ れの役 割 を果 た し、

連携 を取 り合 うこ とに よって育て られ るもの で あ る。 中学生 の時期 は 、我 が国 の国土や歴

史に対す る理解 が 深 ま り、文化や 伝統 に対 して も一層 関心 をもっ よ うにな る。 この関心 を

さらに 高め 、国 を愛す る心 と国家 の発 展 に寄 与 しよ うとす る熊 度 を育成 す るた めには 、 自

らの国 の文化 や 伝 統 を深 く理解 し、尊 重す る態 度 を身 にっ ける こ とが重 要で あ る。 身近 な

人々や地域 とのか かわ りの 中か ら、歴 史や 文化 ・伝 統 を学び、郷 土や 国を愛す る心を は ぐ

くむた めに は、家庭 との一体感 な どをは ぐくむ 家庭 教育 、学校 へ の愛 着や 誇 りな どを は ぐ

くむ学校 教育 な どが重 要で ある。

(2)「 日本 人 として のア イデ ンテ ィテ ィ」 の育成 は 、子 どもた ちの学校 生活 、家庭 や地 域社

会 での 日常的 な体験や 行事 、慣習 、行 動様 式 とかか わ ってい る。 学校 にお い ては 、各 教科

・特別 活動及 び 総合 的 な学 習 の時 間等 と関連 を図 り、家庭や 地域社 会 と連携 し、学校 教育

のそれ ぞれ の場 面 におい て 「日本 人 として の アイ デ ンテ ィテ ィ」 の育成 に関す る一貫 した

指導 を行 うこ とが大切 で あ る。指 導計 画の作成 は、 それ らの計画 的 な推 進 に際 して重 要な

役割 を果 たす もので ある。

(3)研 究 の基 本的 な考 え方 に基 づ き、 「自己」 の関 与す る空 間 の広 が りを促 進 す る視 点 とし

て あげ られ る 「日本 の文化 ・伝 統の継 承」、 「国家の発展 に尽 く した人 々へ の感謝 ・尊敬」

を主題 として授 業を構 想 し、検証授 業 を実施 した。

資料 の選 定 に 当た って は、読 み物 資料40点 余 を比較 検討 した結果 、 「日本 の文化 ・伝

統 の継承」、 「国家 の発 展 に尽 く した人 々へ の感 謝 ・尊敬 」 を視 点 とす る二っ の資料 を選定

した。 こ うした資料 を効 果的 に活 用す るた め に、資 料の特 質 に応 じて、BGMや 小道 具、

VTRを 使 うな ど、提 示の仕方 を工夫 したD

(4)平 成15年 度文 部科 学省 の 「道徳 教 育推進 状況 調査 」にお け る都 内公 立 中学校 が 「重 点 と

してい る内容 項 目」 の調 査結 果 に よる指 導 の 実態 に もみ られ る よ うに 、 内容 項 目4-(9)

の指 導事例 は、他 の内容項 目と比 較 して極 めて少 な い。 内容項 目の とらえ方 、資 料選 定の

の着 眼点 な どを明確 に して、 ね らい に迫 れ る よ う指導 に当たる ことが必要 で ある.

2今 後の課 題

(1)生 徒 の感性 に訴 え、 日常 生活 を振 り返 りな が ら、 内容 項 目4-(9)の ね らい に迫 るた め

には適切 な資料 を提示 す るこ とが 大切 であ る.今 後 とも、道徳 的価値 の 内面的 な 自覚 を深

め るた めの要件 を満 た した資料 の開発が求 め られ る。

(2)資 料 に含 まれ てい る道徳 的価 値 に迫 るた めには 、的確 な発 問 が重要 となる。 ね らい に迫

るための有効 な発 問構 成 について、 さらに研 究す る必 要があ る。
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